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新型コロナウィルスからの復興と
気候変動・環境対策に関する
「オンライン・プラットフォーム」
閣僚級会合

2020年9月3日 20:00-23:30 (00:30) 

オンライン開催 (https://platform2020redesign.org/)

 COVID-19からの持続可能でレジリエントな復興に関する取り組みの共有

 世界が直面する危機、すなわちCOVID-19と気候変動・その他の環境課題に
協力して取り組むための国際的な連帯

 リデザイン（再設計）2020プラットフォームの開設

オンライン・プラットフォーム閣僚級会合の結果（1）
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開会挨拶:
小泉 進次郎 日本国 環境大臣
パトリシア・エスピノーザ UNFCCC（国連気候変動枠組条約） 事務局長

リーダーからのメッセージ（ビデオ）
安倍 晋三 日本国 内閣総理大臣
アントニオ・グテーレス 国連事務総長

セッション１: 
パネルディスカッション – ３つの移行による社会・経済の再設計
アンドリュー・ステアー WRI（世界資源研究所）会長（F）
小泉進次郎 日本国環境大臣
ヴェラ・ソンウェ 国連アフリカ経済委員会事務局長
カルロス・ロドリゲス GEF（地球環境ファシリティ）CEO
メアリー・ロビンソン Elders代表 （元アイルランド大統領）
マーク・カーニー 前イングランド銀行総裁

セッション２：
閣僚級ラウンドテーブル - COVID-19 からの復興手段と行動
セルウィン・ハート 国連事務総長付き特別アドバイザー（F）
アロク・シャーマ COP26 議長（ビデオ）

以下、47名の各国大臣・副大臣が登壇

セッション３: 
パネルディスカッション – 非国家主体の関心
ゴンザロ・ゴメス COP25ハイレベル気候チャンピオン（F）
ポール・ポールマン IMAGINE 共同創設者&議長
コービー・ブランド ICLEI（イクレイ持続可能な都市と

地域をめざす自治体協議会）アフリカ事務局長
シャラン・バロウ ITUS（国際労働連合）事務局長

林 文子 横浜市長（ビデオ）
世界各国のユースによるリレーメッセージ（ビデオ）
COP26議長（イタリア）

閉会挨拶:
クワシ・クワルテング 英国ビジネス・エネルギー・

クリーン成長大臣
パトリシア・エスピノーザ UNFCCC 事務局長
小泉 進次郎 日本国 環境大臣

参加国及び地域 96の国と地域
閣僚級参加者 48 名の閣僚級参加者
非国家主体 38の団体

議長サマリー
http://www.env.go.jp/press/files/jp/114736.pdf

オンライン・プラットフォーム閣僚級会合の結果（2）
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 各国による2050年脱炭素へのコミットメント

 2つの危機（あるいはより多くの危機） - コロナ禍からの回復と気候変動への対応を同時
に達成することが必要

 COVID-19前の社会に戻すのではなく、持続可能でレジリエントな社会経済へのリデザイ
ン（再設計）が必要

- 3つの移行：脱炭素社会、循環経済、分散社会

 連帯、協力、包摂的な参加が必要
- 各国政府及び非国家主体の参画

 ‘Co-design of the redesign process’が必要
- すべての関係者によるリデザイン（再設計）プロセスへの参加

 リデザイン2020プラットフォーム（Platform for Redesign 2020）への期待

- リデザイン（再設計）のコンセプトを提示し議論を活性化

- 情報と経験を共有するためのハブ機能を提供

- COP26に向けたモメンタムの維持に貢献

オンライン・プラットフォーム閣僚級会合の結果（3）



5

海外・各方面の反応は？
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国内・各方面の反応は？



OP
閣僚級会合

リデザイン 2020オンライン・プラットフォーム

ビデオ
メッセージ

有用な追加情報 ニュース
議長

サマリー

2020年4月 11月9月

COVID-19からのより良い復興 / 気候変動NDC強化

連帯と協働

情報と経験の共有

各国・地域 国際機関 非国家主体

#Redesign
BeyondCOVID-19

ISAP2020

10月

COP26
準備会合

UNFCCC
ジューン
モメンタム

国連持続可能な
開発に関する
ハイレベル会合

AP地域気候ウィーク

第11回
ペータースブ
ルグ気候対話

第5回国連
環境総会

ISAP2021

COP26に向けたモメンタム

COP25

各国取り組み
質問票調査

各国回答

開催表明・
各国招待

ニュース追加情報

Response / Recovery / Redesign
危機対応 / 復興 / 再設計

第12回
ペータースブ
ルグ気候対話

第75回
国連総会

2021年2月6月

COP26

7月 9月4月

© IGES

UNFCCC
気候変動対話
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日本国環境省の
イニシアティブとして、

国連気候変動枠組条約事務
局の協力を得て、

地球環境戦略研究機関
（IGES）により運営されています。

リデザイン（再設計）2020プラットフォーム：ウェブサイト（1）
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各国に政策・施策を
ラベリングすることを要請

Response, Recovery 
Redesign

危機対応 / 復興 / 再設計

リデザイン（再設計）2020プラットフォーム：ウェブサイト（2）
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リデザイン（再設計）2020プラットフォーム：ウェブサイト（3）



11

 グリーン復興策として再エネへの移行に最も多くの回答。オーストリアは100万戸の屋根へのPV（太
陽光発電）設置を推進するとともに、2030年までにすべての最終電力消費を再エネにすることを目
指している。チリ、ドイツ、エストニアなどはグリーン水素への取り組みも実施。特にドイツは70億ユーロ
をグリーン水素に投資。

 グリーン雇用では、ニュージーランドが公共交通および自転車・歩行者インフラ整備への投資を通じ
て雇用創出。パキスタンは、グリーン経済復興策として、100億植林事業（10 billion tree planting 
project）を実施、また9つの新たな国立公園の制定し若者の雇用創出を図っている。ルーマニアも
植林を推進。英国は洪水対策公共事業を通じた雇用創出。

 オーストリア、スイス、スウェーデンは航空産業救済と脱炭素社会へのRedesignを組み合わせてい
る。オーストリア国営航空は列車で3時間以内に到着できる区間の航空機の運航をやめる。スイスは、
航空産業救済措置（銀行保証）の条件として、将来の気候変動対策への協力および航空運賃への
課税への同意を要求。スウェーデンも同様に、スカンジナビア航空（SAS）への資本増強の条件とし
て対策強化を要求。SASはCO2排出25%削減を5年前倒しして2025年までの達成を提示。

 グリーン復興へのデジタル化の活用として、ミャンマーは4月に策定したコロナ経済救済計画
（COVID-19 Economic Relief Plan）の一環として電子マネー・Eコマース普及を推進。エストニア、イ
ラン、モロッコ、ルーマニアも行政、教育、観光など様々な分野におけるデジタル化を推進している。

各国によるRedesign（再設計）政策・施策の例

© IGES
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リデザイン（再設計）2020プラットフォーム：ウェブサイト（4）
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環境に配慮した
社会経済対策

持続可能でレジリエントな世界への移行に向けて
現在の社会経済システムを再設計する

直接的影響への
緊急対策

危機への対応 危機からの復興

リデザイン（再設計）

ポスト COVID-19 
Response-Recovery-Redesign フレームワーク (3Rs)

公正な移行

持続可能で
レジリエントな世界

© IGES短期 中期 長期
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ケース 1 
パンデミック下での廃棄物処理

危機への対応
 各家庭及び病院等からの

廃棄物の増加
 廃棄物処理従事者

の被るリスク
 リサイクルの停滞

廃棄物処理が不十分な国で
深刻な影響が発生

RESPONSE RECOVERY

REDESIGN

より良い廃棄部処理への再構築
 現在の処理システムの解析: 分別、

運搬、中間処理、最終処分
 廃棄物処理の中断によるリスクの回避
 再利用、リサイクルを継続
 生命と仕事の確保
 ジェンダーへの配慮

効果的で疾病の流行にも強い総合的な廃棄物処理体制の構築
 関係分野の多層的な連携
 廃棄物処理サービスの在り方の見直し
 政策の整備と実施

UNEP & IGES, August 2020© IGES
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ケース2
エネルギー政策トラッカー (2020年7月開始)
COVID-19からの復興経済刺激策における公的資金がどのような
エネルギー投資に向かっているのかを追跡

Source: IISD, IGES, OCI, ODI, SEI and Columbia Univ. https://www.energypolicytracker.org/

RESPONSE RECOVERY

REDESIGN

リデザイン（再設計）の例は？
たとえば、エールフランスへの銀行融資への政府
保証にあたり、フランス政府は一部の短距離路線
の廃止を含む排出量削減の条件を課した。

© IGES

「より良い復興路線」に乗っているか？

G20諸国を中心とする各国は、240億米ドルを化石
燃料に投資。これは復興経済刺激策におけるエネ
ルギ分野への支出の52％に相当する。(2020年8
月現在）

https://www.energypolicytracker.org/


16

ご清聴ありがとうございました。
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